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中国における2亀3の

非金属資源

工藤広忠(元所員)
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は1二めに

中国との国交もすでに回復しているにかかわらず

私達カミ要求する適切で新鮮な資料の入手は相変らず困

難な実状にあって古い資料で胡塗せざるを得ない場面

にたびたび接することはまことに残念である.こ

の資料のとりまとめの場合もその例に洩れなかったこ

とをおことわりしておきたい.なおりん鉱に関し

ては本誌併載の岸本文男技官の報告の併読をおすすめ

したい.記述の都合上カオリンばん土頁岩ろう

石については粘土の項に一括しボｰキサイトを加え

た.
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りん鉱(世界第6位)

ほたる石

ドロマイト(アジア最大)

マグネサイト(世界第1級)

粘土(カオリンばん土頁岩ろう石ボｰキサ

イト)

けい石

黒鉛(世界第5位)

1リん鉱

りん鉱は鉄鋼の防錆剤となる.いまや製鋼用のり

ん鉱は各国バイヤｰの注目をあびているといわれるカミ

中国のりん鉱の年次別生産量は次のとおりでその世界

の生産量に占める比率はおおむね114%である.

埋蔵量は210億トンでモロッコ米国ソ連チュニ

ジアアルジェリアに次いで世界第6位である.こ

れまでの埋蔵量は50億トンとされていたが第一次五カ

年計画(1953～57)中に39カ所の新鉱床を発見しその

発見埋蔵量は58億7,000万トンでその中58億3,493万

トンか楊子江以南において発見され雲南省が最大級

に属し四川省(第1級)江蘇省安徽省湖北省陳

西省甘粛省河南省内蒙古自治区などと楊子江以南

の広西壮族自治区福建省があげられている(地質月刊

1958･7北京).

これを一見しただけで発見埋蔵量の大き恋部分カミ雲

南省にあることが判り今後の注目の対象とすることカミ

できる.中国におけるりん鉱床の型式はグアノ鉱床

りん灰石鉱床りん灰土鉱床その他となっている･

1)グアノ鉱床中沙群島南沙群島(いずれも珊瑚礁)

等にグアノ鉱床がある.品位P.O.12～29%小規模

の開発が可能である.

2)りん灰宿鉱床江蘇省海州内蒙古豊鎮の鉱床が

著名である.江蘇省東海県海州の鉱床は雲母片岩と

片麻状花嵩岩の接触部に近い部分にりん灰石とマンガン

鉱を生成している.品位P205分40.6%硬マンガン

鉱はりん灰石の副産物として稼行され最上級31%平

均25%である.安徽省には磁鉄鉱々尿中にりん灰石

の多いものがあるという.
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科学通報(1969.10.12北京)によれば中国のりん鉱の

3)リん灰土鉱床海成の堆積鉱床で分布はきわめ

て広域にわたり雲南貴州湖北四川安徽河南

漸江山西広西(自)の各省に産し億トン台の鉱床や

小鉱床の集合体で先カンブリア紀古生代中生代等

各時代のものがある(第1表).

4)その他

雲南省普寧江川里貢嵩明星陽

広西(自)三江

広東省連平九連山

湖南省濁陽株州劉陽県大別山

湖北省刑嚢鶴峯嚢陽�



第1表中国における灰土鉱床

二畳系

デボン系･オルドビス系

先カンブリア系

震旦系

先震旦系

鉱床規模

層厚6～10m

比較的小

層厚厚く鉱量大

鉱床の厚さ2～30m

倮〵

25～30%

20～40%

12～28%

産地名

四川省西部断江省杭州福建省連江江蘇省南京

西省南部

雲南省昆明

雲南省昆明四川省電波峨眉河南省羅山甘粛省ア

ラシャン安徽省同台山西省

雲南省登川貴州省開陽(高品位)遵義湖北省保

豊青山河南省石開広西(自)

稼行価値高い

四川省

貴州省

陳西省

山西省

山東省

棊江峨眉山

貴陽

陽平関山陽県

太原

恒台

2ほたる層

中国のほたる石の分布はきわめて広域にわたり北

方内蒙古の草原地帯から華南地区におよんでいてほ

たる石生成範囲の広さを如実にみせている.しかし

主たる分布は華東地区の漸江省にかたよっていてほぼ

全国の80%を埋蔵しているといわれる.その他山東

省の青島市付近湖南省などが知られている.

漸江省におけるほたる石鉱床は多くは流紋岩ないし

石英斑岩の生成に関連した浅熱水鉱床か白亜紀の虎頭

山礫岩中の鉱脈を形づくることカミ多い.主な生産地は

武義義鳥象山諾聾金華峡県新昌(大敵山者

牛山)などおおむね北緯29㌧30｡の間を東西にわ

たって分布している.武義のものは杭州南方當春江畔

にあり中生代の火山岩系(ジュラ紀後期)に胚胎されて

いる.

山東省におけるほたる石鉱床はその多くが結晶片岩

花嵐岩または石英斑岩中の鉱脈である.生産地は青

島市付近即墨数県(片麻岩中の鉱床)蓬莱膠県(七

宝山)博山(載山)などで博山を除いておおむね東

経120㌧121切間に南北にわたって分布している.

内蒙古自治区では二連の鉱床が著名である.鉱床

の母岩は古期礫岩および粘板岩で礫岩をつらぬいたも

のは脈状をなしほたる石の色は淡緑色紫色などであ

る.

二連はかつては荘漠たる蒙古草原にすぎなかったが

解放後は集二鉄道の終着地に発展し南は北京に北

はモンゴルの首都ウランバｰトルに通じる交通の要衝と

なっている･さらに区内では西ウチムチントラガ

チエンカ狂とに良質のほたる石が産出する.

その他遼寧省海城山西省交城貴州省安順湖南

省臨湘県桃林(浅熱水鉱床)などがある.

3ドロマイト

中国のドロマイトの主産地は東北地区の南部および

華北地区である.

東北地区営口市付近の大石橋マグネサイトと共生する

ドロマイト鉱床はアジア最大の規模をもつ鉱床である.

ドロマイトはおおむねマグネサイトとともに層状を

なして賦存し色は淡青色のものや純白に近いものが

あって一般に前者が上層後者が下層をなしMgO分

の含有量は比較的多い(第2表).

また大石橋の東方本漢湖一帯の鉱床のドロマイトは

石灰岩と互層して賦存している｡MgO分は大石橋産

のものよりも少いがその質は旅大管内のものと同様

に結晶質で黄白色を呈している(石灰岩は帯黒灰色).

この鉱床の各層毎の層厚および化学成分は第3表のとお

りである.

旅大管内では遼東半島の突出部一帯が主産地で大

連金川普商店営城子廿井子など有力な鉱床が多

い･かつて東北地区のドロマイト生産量の大部分を�
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策2表

遼寧省夫眉橋ドロマイトの化学成分

�Si02�A1.03�Fe.03�CaO�MgO�Ig1oss�備考

牛心山�△1.52�0,39�1.12�22.83�26.ユ2�47.22�

����㈰���㌰��㈱�㌉���

花院�△O.73�O.26�ユ.27�30.46�21.65�46.11�

聖水寺�△0.ユ2�0.12�0.52�30.53�27.73�46.73�

宮馬山�△0.27�0.02�O.65�30.23�21.26�47.57�

注1官馬山白虎山紅旗山高麗城山など中粒結晶

大陵山細粒結晶

注2△印は12満洲の資源と化学工業

その他は11満洲の資源による

第3表

本渓湖ドロマイト石灰石鉱区各層の化学分析表および層厚

層別

第1層

第2層

第一層

第3層

第二層

第4層

第三層

第5層

第四層

第6層

第五層

第7層

第六層

第8層

第七層

第9層

第八層

種別

石灰石

黄土層

石灰石

ドロマイト

石灰石

ドロマイト

石灰石

ドロマイト

石灰石

ドロマイト

石灰石

ドロマイト

石灰石

ドロマイト

石灰石

ドロマイト

石灰石

ド1コマイト

層厚

約7.5m
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満洲の資源と化学工業昭ユ2丸善

梶原正夫ドロマイトプラスタｰ製造工業

この地区で占めたこともある(第4表).

色は黒緑色のものが多い｡廿井子の鉱床の厚さは

250～350mで上部100mは白色以下はお㌧むね黒色

である.

遼寧省におけるドロマイト鉱床の分布概況は第!図の

とおりである.

その他の産地

吉林省磐石県古頂山(二畳紀の石灰岩鉱床がある.MgO

分19%内外の純白結晶質のドロマイト)

河北省井径唐山硫璃河大行山

山東省溜川博山披県

山酉省太原酉山�
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策4表旅大管内のドロマイト化学分析表

�SiO｡�A120呂�Fe.O｡'�CaO�MgO�Ig10SS

大連�1.35��O.49�31.1�20.33�46.55

宮城子�ユ.81�O.94�0.58�31.70�ユ7.05�

‡井掌/南関嶺/�1～3�0～0.3�0.2～1.3�29～31�20～21�45～46

大嶺�O,88�O.04�1.06�18.20�30.64�49.14

向陽寺�ユ.58�O.19�0.52�29,86�21.07�46.10

注満鉄地質調査所満洲鉱物調査報告満鉄昭11

江蘇省幕府山

貴州省貴陽

4マゲネサイト

遼寧省営口付近大石橋のマグネサイト鉱床はオｰ

ストリアのステリア鉱床とともに世界最大級のマグネ

サイト鉱床として著名である.

地質は原生代遼河系に属し鉱床の型式はステリア鉱

床と同じく交代型である.鉱床は沈陽と旅大のほぼ

中間の営口東方から海城析木城蓋県一帯に分布し

鉱床の延長は析木城からさらに東方の本渓湖地区にお

よんでいる.付近は一般に海抜100～800mの丘陵で

露頭は継続して露出し世界に比類の放い純すいかつ広

大な鉱床を形成している(第2図).

地質は結晶片岩結晶質ドロマイトおよび石灰岩'粘

板岩けい岩等より成りドロマイトが最も多くマグ

ネサイトはこれに次ぎ石灰岩が最も少い.これらは

カンブリア系に属するものとされているがマグネサイ

トはドロマイト中に北東から南西にわたってレンズ状

もしくは層状をだして産出する.北部では概してドロ

マイトと交互に層状を在し南部ではしばしば不規則

な塊状をなしていてその規模は大きい(第2図).

マグネサイトは厚さが最も薄いもので数m厚いも

凡例�＼����

⑧�ドロマイト産地����

�阜新O�○都市�吉��

撫順�����

��沈陽O�O�林戸･､｢�

∫�＼����

㌧�����

､1､�����

.∫�㌧`����

�錦川O�鞍山O�⑳本渓�!�

■�����

ノ�����

��働海城���

'�戸'����

��勲営口(大石橋)�一��

!'ぶ戸�朝����

��爾�○黄土嶺�'�

��蓋県�'�■�

丹東■�����

���

��復県���

渤��瓦房店4普妬南関嶺鐙全県�6��

�海�鮮���

���､黄�海�km

ユ20�旅大甘井子�L｣uo���

��100�.1�'�1:300万

ユ22

第1図遼寧省におけるドロマイ

凡例＼

��

ト産地

㈶

�

��
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至営口市'

才

乱三1餅

至旅大!至豊平

至海城→沈陽

幾棚1･鶏

至板木城

〴��

凡例

睡睡固結晶片岩①手心山

②白虎山

瞳……≡目石灰岩③高麗城子

④官馬山

農竃粘板岩⑤聖水寺

⑥小聖水寺

匡≡≡ヨドロマイト(苦灰岩)⑦小高荘屯

⑧平二房

E妻ヨ珪岩⑨青山柾

ユ0花家路1

騒蝿マグネサイ/鉱床11大舞子崎

12廟見満

魎花商岩質火成岩13邦家塗子

14楊家店

[=コ第四紀層15磨雌

16前勘馬崎

舳榊鉄道

17紅土嶺子

一…一一･道路(○印は重要鉱床)

第2図遼寧省大石橋付近マグネサイト産地地質略図〔薗部竜

一氏非金属鉱床学から原図加藤新帝両氏によ

る〕

のは700m以上におよんでいる.結晶質の優秀なもの

が多く純すい枝ものはMgO分47.65%を含有してい

る.

埋蔵量は大正2年の鉱床発見当時は2C億トンとされ

ていたが1956年には50億トンさらに1965年には250

億トン(晶報1972.8.29)と発表されるにいたった.

1948年に事業を再開し1950年から操業をはじめたと

いわれ年間生産量200万トン全世界の四分の一を生

産している.現在の開発は露天掘によるといわれ青

山懐など一部の工場は自動化しているという.

一般に中ないし粗粒の結晶質のものが多く普通白色

灰色あるいは淡紅色を帯び灰青色の縞を有するものも

ある･化学組成は第5表のとおりである(第5表)･

その他の産地

1959年内蒙古でマグネサイト鉱山が生産を開始

1965年四川省で新鉱床発見鉱床数20余

面積500km2(以上文匿報1971.11.ユ6)

遼寧省丹東(元の安東)の西方黒毛鳥石柳毛

山東省抜県西方の粉千山一帯

広東省恵陽

山西省

5粘土資源

中国には粘土資源はきわめて豊富であるが工業用に

供する粘土資源は北方地区に多く主として遼寧省

河北省山西省河南省山東省内蒙古自治区などに

広域にわたって分布する石炭一二畳系中に賦存している･

冶金工業省の専門家劉長齢(LiuChangLing)による

と中国北部の古生代ボｰキサイト(鋸土鉱)はダイア

第5表遼寧省夫石橋マゲネサイト化学分析表

�MgO�SiO里�Fe.03�A1里Oヨ�CaO�Ig1OSS�備考

青山懐�46.78�0.67�ユOユ�O.1ユ�0.ユ2�51.20�

�(38～47)�(O.ユ～2,O)�(O.1～2.2)�(tr～O.5)�(0.ユ～8.2)��注2資料

小聖水寺�46.31�0.83�0,76�0.ユ5�O.25�5ユ.20�

�(46～47)�(O.1～ユ.O)�(0.8～1.3)�(0.ユ～O.7)�(tr～O.9)��同上

官馬山�46.36�1.22�O.46�0.4ユ�0.42�50.74�

白虎山�45,64�ユ､99�ユ.44�0.60�0.23�50.02�

手心山�45.72�ユ.04�1.34�O.63�O.67�51.20�

聖水寺�45.06�2.23�O.78�O.78�0.66�50.75�

�(44～47)�(O.4～8.2)�(O.3～ユ.ユ)�(O.1～ユ.1)�(O.1～2.9)��同上

平二房�45.03�3.63�O,60�O.36�0.87�49.20�

�(44～47)�(O.7～4.5)�(0,2～2.0)�(0.1～O.8)�(tr～ユ｡8)��同上

注ユ満洲事情案内所満洲の資源昭･12刊

2日本貿易振興会海外製鉄原料委員会資料1954�
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スポアｰを主としきわめ下小量のべ一マイトを含有し

常にカオリンと共生していてカオリンの量の多いもの

カミ耐火粘土資源として利用されている.粘土岩および

粘土の主要成分は例外的にモノセノレマイトを主要成分

とする焦作粘土などを除いて一般にカオリン80～95%

である･なお華北卓状地ではギブサイト質鉱はまだ発

見されていない.

以上あげたダイアスポアｰべ一マイトカオリン

モノセルマイトの四種の鉱物が上記耐火粘土の主成分

であるがこのほか鉄鉱物初成鉱物次成鉱物などの

小量成分については別表に示すとおりである(第6表).

また各地の耐火粘土およびボｰキサイトの化学成分

および耐火度は第7表にみるとおりであっていづれも

耐火度は高くまたA1分も高い.その多くは高塩基

性粘土(A1.0｡分40%以上)でわずかに古冶大河清

太原の軟質粘土に塩基性粘土(A1里O｡分30～40%)が認め

られる(第7表).

硬質粘土はきわめて豊富に存在するが各地の耐火

粘土のSiO･分の含有量は比較的低くFe･O豊分は一般に

1～2%前後である.

軟質粘土中の有機物はやや多く粘土鉱を黒色にして

いる.TiO｡分は一般に2～3%前後K.O公およびNa.O

分は一般に非常に低いが焦作粘土の場合2%以上最高

5%に達するものがある.これはモノセルマイトの関

係によるもので耐火粘土としては比較的高く評価さ

れている.

さらに劉長齢は上部古生代の華北卓状地の耐火粘土

とボｰキサイト鉱床のうち工業価値の認められるもの

はすべて堆積鉱床であり側岩もすべて堆積岩ヤそれ

と平行･整合し鉱層には植物化石が爽有されていると

し各層の概要を次のように述べている.

1)下層ボｰキサイト分布もっとも広く汎県古

冶焦作などのものが工業価値は最大である.溜

博牛心台等では大多数のボｰキサイトは耐火粘土

に変じている.これらの生成地質時代はそれぞ

れ異なっているが汎県は石炭紀後期古冶は石炭

紀中期である.

2)上層ボｰキサイト分布は広くない.多くは師

状構造で溜博古冶などは火成岩の影響をうけて

いる｡地質時代は二畳紀後期である.

膠体化学的に堆積したものを主としている.

4)軟質粘土軟質粘土および半軟質粘土は致密な隠

微晶質および細層状(ルユｰタイト状)構造を呈し

多くは自然堆積で膠体化学的堆積型は少い.

�

焦作粘土焦作の硬質粘土と軟質粘土はその成

因からみて新しいタイプに属するものである.

硬質粘土はカオリン(膠体状)モノセルマイド

ダイアスポアｰから成り自然堆積を主としている.

軟質粘土は致密状あるいは砂岩状を呈し粒子はモ

ノセルマイトの集合体から在り膠結物はカオリン

である.

6)砂岩状粘土砂岩状粘土も一種の新型粘土である.

その一つは粗品カオリン粘土岩で大青山に分布し

別の一種は砂岩状カオリン粘土岩である.

恋お劉長齢のこの調査では内蒙古自治区と東北地

区の調査はおこなっておらず次回に侯つとしている.

山東省の粘土

1)末節粘土

木節粘土は溜川博山車邸汎県切子等の炭田

に賦存する普通の耐火粘土で耐火度は概して高く

SK28～33を示している.粘土は炭層の下部に広く発

達しその量はきわめて豊富である.

本節粘土は一般に青黒色を呈し博山ではこの種の

粘土をr青土｣と称している.

その土質上の特徴は一般に陶土質でアノレカリ分

鉄分石灰分等などを含むことが少なく狂い.青黒色

のものを黒木節とよび灰色または黄褐色のものは白木

節とよばれている.

2)黄色の粘土

博山炭田地方に産する一種の下盤粘土である.前項

の青土と同一層位から産することもあるが青土に比べ

て一般に淡黄色を呈することから黄土または黄泥とよ

ばれている.主産地は博山東方でオルドビス紀石灰

岩に近接する爽炭層の下盤際に産出する.層厚1.5m

内外ほとんど砂粒分を認めず可塑性は可成り高い.

耐火度はSK27程度である.

3)硬質粘土主として下層ボｰキサイトの上部(例

古冶陽泉太原等)もしくは上層ボｰキサイトの

下部(博山等)に賦存している.硬質粘土の多くは

3)切子粘土

塊子炭田には通称切子粘土とよばれる比較的良質の

粘土を産する.粘土層の厚さは3m内外で上盤は白�
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産地

河

北

河

南

省

省

東

省

内

蒙

古

遼

寧

省

第6蒙

古

冶

河

清

焦

作

工凡

県

陽

泉

太

原

酒

博

大

青

山

復

州

牛

心

台

中国北部の耐火粘土およびボｰキサイ

名称

岩石名称

カオリン質ダイア

スポアｰボｰキサ

イト

カオリン粘土岩

カオリン粘土岩

カオリン粘土

･粗粒カオリン粘土

岩

カリオン粘土岩

･倉石英カオリン粘

土岩

倉ダイアスポアｰ

モノセノレマイトｰ

カオリン粘土岩

カオリン質モノセ

ルマイト粘土岩

倉カオリンダイア

スポアｰボｰキサ

イト

カオリン質ダイア

スポアｰボｰキサ

イド

ダイアスポアｰボ

ｰキサイト.

カオリン質ダイア

スポアｰボｰキサ

イト

合ダイアスポアｰ

カオリン粘土岩

･倉石英カオリン粘

土岩

カオリン質ダイア

スポアｰボｰキサ

イト

合ダイアスポアｰ

カオリン粘土岩

倉加水雲母カオリ

ン粘土岩

･倉石英カオリン粘

土

･含カオリンダイア

スポアｰボｰキサ

イト

含針鉄鉱緑泥石ダ

イアスポアｰボｰ

キサイト

カオリン緑泥石化

ダイアスポアｰ

カオリン粘土岩

カオリン粘土岩

･粗粒カオリン粘土

岩

･含カオリンダイア

スポアｰボｰキサ

イト

カオリン粘土

左1.

㈮

㌮

�

カオリン質ダイア

スポアｰボｰキサ

イト

カオリン粘土岩

肉眼的名称

豆状魚卵

状高アルミ

ナ鉱

硬質粘土

半硬質粘土

軟質粘土

砂岩状粘土

硬質粘土

半軟質粘土

硬質粘土

軟質粘土

豆状ボｰキ

サイト

致密なボｰ

キサイト

同上

豆状魚卵

状ボｰキサ

イト

硬質粘土

半軟質粘土

豆状魚卵

状カオリン

粘土

硬質粘土

半軟質粘土

軟質粘土

灰白色ボｰ

キサイト

暗緑色ボｰ

キサイト

表層ボｰキ

サイト

硬質粘土

(博山)

硬質粘土

砂岩状粘土

カオリン粘

土もしくは

ボｰキサイ

ト

軟質粘土

高アルミナ

粘土

硬質粘土

トの成分

主成分(%)

ダイアス

ポアｰ

50以上

5以下

10前後

��　

��　

�

��　

以上

ユO以下

��　

以上

ユO-20

50以上

50以上

50以上

5以下

70以上

50以上

5以下

カオ1ン1

��　

��　

以下

90以上

30〃

50〃

90〃

��　

50以上

㌰�　

��　

㌰��

2以下

㌰�　

��　

以上

80以上

��　

��　

以上

��　

以上

��　

以上

��　

�㈰

��　

80以上

90以上

95以上

���

80以上

��　

90以上

モノセル

マイト

ユO前後

50以上

加水雲母1

40土*

ユO-25**

*暫定的にカ与リンと加水雲母に変化したもの

**海緑石が加水雲母に変化したもの

本表には調査済で工業価値の認められるものをあげた

東北地区内蒙古自治区については今後の調査の結果にまちたい

(1953～58)(冶金工業省劉長齢による)

副成鉱物()内%

赤鉄鉱シヤモサイトベｰマイト金紅石鋭錐

石方解石針鉄鉱黄鉄鉱菱鉄鉱緑泥石加

水雲母電気石等

同上

赤鉄鉱石英加水雲母褐鉄鉱金紅石有機物

石英有機物方解看加水雲母および針鉄鉱等

ダイアスポアｰ加水雲母クロム雲母方解石

有機物粘土質水酸化鉄等

石英赤鉄鉱黄鉄鉱有機物雲母金紅石等

石英(5～20)黄鉄鉱白雲母電気石ジルコン

有機物等

τ

石英磁鉄鉱針鉄鉱加水雲母葉蝋石電気石

ジルコンｰ金紅石蛋白石ギブサイト有機物

/ダ/llポ1噌

/白雲母金紅石鋭,石州ト緑泥石赤

/鉄鉱電気石方解石舳有機物等

紀

赤鉄鉱加水雲母べ一マイト金紅石褐鉄鉱

有機物等

赤鉄鉱白雲母金紅石褐鉄鉱有機物等

石英(10)赤鉄鉱白雲母金紅石海緑石電気

石等

/赤鉄鉱べ.マイト金師雲母黄鉄鉱有機

r物等

石英褐鉄鉱有機物金紅石方解石電気石等

石英(20～30)加水雲母デイッカイト?長石

金紅石褐鉄鉱等

紀

シヤモサイト(2-30)針鉄鉱(30以下)加水雲母

赤鉄鉱石英輝石雲母長石すず石緑泥石

方解石絹雲母電気石ジルコン金紅石玉髄

等

に二てト呈域O)方鮮雲篤鉄蓑鉄等機着紅石

/石英ジルコン電気石等

石英カオリン針鉄鉱雲母金紅石ジルコン

有機物等

石英カオリン金紅石赤鉄鉱雲母有機物

方解石等

白雲母電気石ジルコン金紅石方解石赤鉄

鉱黄鉄鉱等

石英白雲母方解石有機物黄鉄鉱褐鉄鉱

電気石ジノレコン等

/雲母金紅石石英褐鉄鉱有機物方解確�
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策7表

中国北部の耐火粘土とボｰキサイトの化学成分(主として冶金省華北地質分局実験室の分析による)

�産地�鉱石名称�灼熱減量�Si02�A1.Oヨ�Fe.0窩�Ti02�CaO�MgO�K20+Na.0�S�耐火度

��豆負面状高アルミナ粘土�10-13�20-25�45-55�2.5-3,5�1,5-3.O�O.3-O.6�〈0.4�0.19-O.64�<O.29�〉1770℃

��硬質粘土�14-15�32-47�38-47�1-2.5�1.5-2.5�O.4-O.5�O.15-O.3�■�<O.1�1690-1710℃

河北省�古治一開平�半軟質粘土�13-13.5�29-53�30-51�113-3.2�1.8-2.3�O.4-O.5�痕跡�■�O.03-0.06�1690-1710℃

��軟質粘土�9.5-21�38-56�26-36�1.5-3.O�O.6-2.0�1.2-2.5�O.3-O.5�一�■�1620-1750℃

��砂岩状粘土�14�43.15�38.58�1.12�O.87�O.03�O.5�O.095�一�兼1760℃

�大河清�硬質粘土�7-23�40-63�28-44�O.9-3.1�1.48-2.24�O.04-O.29�O.20�O.20�O.01-O.02�1580-1770℃

��半軟質粘土�7-12�44-65�27-39�1-2.7�1.8�0.27�0.34�O.20�O.O15�1580-1730℃

河南省�焦作�硬質粘土�10-15�35-50�29-46�O.2-2.9�2.02-2.58�O.07�O.12-O.40�0.19-2�O.01-O.07�1670-1770℃

��軟質粘土�10-15�35-55�30-40�0.4-2�1.6-1.94�〈1�O.38-O.8{�く5.01�O.05-0.17�〉1730℃

�磐県�豆状ボｰキサイト�11-15�16-30�53-60�1-4�2.9-3.8�1.6-4.2�O.1-0.3�O.2-1.3�■�>1770℃

��致密ボｰキサイト�11-14�10-25�55-65�O.8-1.7�3.1-3.4�1.8-2.3�O.1-O.6�0.1-1.2�I�1770-1830℃

��致密ボｰキサイト�14-15�く5�75-85�O.65-O.9�2-2.9�0.36-0.18�0.12-O.21�O.02�0.05-O.3�〉1770℃

�陽泉�豆禽面状ボｰキサイト�13-15�15-23�60-65�O.9-1.5�2.04-2162�0.15-O,45�0.12-O.25�0.9�O.04-O.33�>1770℃

山-西��硬質粘土�14-15�40-49�33-44�0.9-1.5�2-2.48�0.36-O.67�0.2-O.3�O.02-1.42�O.01-O.03�〉1770℃

��半軟質粘土�11-13�46-53�32-36�O.9-1.5�1.8-2.5�0.22-0.39�0.2-O.57�1,20�O.1-O.73�1690-1730℃

��豆魚面状高アルミナ粘土�14�21.9�52�O.86�2.7�0.25�O.28�0.21�'�〉1770℃

�太原�硬質粘土�14�37.7�34-38�O,9-2.7�1.89�O.41�一0.22�0.50�■�1750-1770℃

省��半軟質粘土�13-14�37-38�34-37�1.6-2.1�O.8-2.85�0.5-2.56�0.05-0.49�0.70�'�1710℃

��軟質粘土�11�45-56�30�1,8�O.9�0.2�0.3�O.82�一�1690℃

��灰白色ボｰキサイト�9.8-19�2-26�41-72�0.9-3.O�O.17-3.2�O.12-9.82�0.15�一�O.O01-1.0�■

山東省�.溜博�暗緑色ボｰキサイト�12-19�12-20�40-52�9-31�1.O-4.96�1-g.O�〈1.16�一�<1.661�'

��表層ボｰキサイト�11-15�10-40�40-60�2-10�1-3�1-2�1-2�■�<1.0�■

��硬質粘土(博山)�15�41-82�41.43�O.58�O.78�0.56�0.21�0.53�0.07�祭1780℃

内蒙古�大青山�硬質粘土�14-16�44.7�36.8�O.92�1.1�0.35�0.28�0.15�0.01�1690-1710℃

��砂岩状粘土�14.2�47�38�O.4�O.8�O.24�0.02�0.06�0.03�1690-1710℃

�福州�高アルミナ粘土ないしボｰキサイト�13.7-14,5�7-30�50-72�1･5-2=5�2.2-3.1�O.22-O.38�0.31-O.67�0.25-1.12�0.13-0.29�>1770℃

遼寧省��軟質粘土�14.5�42-43�37-39�1.5-2�1.25�O.42-O.74�O.43-0.62�O.26-O.93�0.74-1.11�ユ690-1710℃

�手心台�高アルミナ粘土�14-15�20-30�45-55�2-3�2-3.1�O.35�O.45�O.85�0.18�〉1770℃

��硬質粘土�14�43.1�39.2�1.5�1.02�O.26�0.35�O.63�0.36�1690-1710℃

衆耐火度の公式:t㎜=

㌶��㈰㌫刀

�㈲�

Cで計算した｡(作者)�
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策8表東北地

区の粘土類の化学分析資料

軟質粘土

硬質粘土

軟質粘土

硬質粘土

〃

〃

所在地

省

遼寧

〃

〃

〃

〃

〃

地名

復州

〃

煙台

〃

本漢湖

七頂山

SiO雷

���

㈸�㌀

���

���

㌹��

㈵�　

A1里O島

㌹��

���

㌷��

㌷��

���

���

䙥㈰㌀

��

㈬㈹

��

㈬�

㈬�

�㌶

�　

�㈶

�㈰

��

�㈱

��

��

��

��

�㈲

��

��

��

�〰

���

���

ユ5.05

���

���

��

ユ4.03

耐火度

卋㌴

〃37

〃32

〃33

〃33

〃37

粘土�遼寧�用水子�70.58�14.21�4.74�ユ.22�1.06�5.61�一

〃�〃�遼陽�67,99�14.73�6.93�2.46�1.25�4.25�一

〃�〃�本漢湖�59.66�22.90�6.88�1.01�0.33�5.96�一

〃�〃�泉頭�63.84�ユ7.08�5.64�1.96�4.33�7.12�■

〃�〃�拾達湾�65.22�17.06�5.85�1.64�1,42�5.73�'

〃�黒竜江�ノ､ルビン�66.31�16.32�5.19�2.04�1.36�6｡工7�一

黄色粘土�遼寧�用水子�71.06�14.39�6.04�O,59�ユ.14�4.57�一

歓げい石�〃�〃�95.08�2.07�1.38�0.74�0.09�0.65�■

砂岩�〃�本漢湖�78.94�10.06�4.52�0.87�0.26�3.06�一

鉱津�〃�鞍山�42.30�8.80�0.84�44126�3.16�0.15�一

往満洲の資源と化学工業昭12.8丸善

､(上段は木村一男下段は国吉喜一による)

雲母および石英の砂粒をともなう凝灰質頁岩からなり

粘土層はその間に爽有される.産地は切子駅の南西

3kmである.

4)膠州粘土

山東省膠州湾の北岸の麻湾付近にある一種の漂着粘土

で砂と互層して付近一帯の沖積層に広く堆積してい

る.粘土層の厚さは1m内外で淡黄色を呈しやや

砂質である.

古生代爽炭層の上位に一定の層位を占めて発達しA層

からG層までの7層のばん土頁岩があってとくにA層

とG層にアノレミナ分が多い.

その概要は次のとおりである.

G上層(軟質)

G下層(〃)

E層(半軟質)

A層(硬質)

SK31～32

〃34前後

〃30～31

〃34

A1･03分35～40%

〃40～50〃

〃37～40〃

〃42～50〃

5)晩山粘土

山東省青島市の東方の勝山一帯に産する良質の粘土で

ある.その多くは石英斑岩および花崩岩の風化分解に

よって生じた一種の残留粘土でこの種の岩石カミ風化作

用をうけるときはしぱしばカオリナイトを主体とする

優良な粘土を生成する･また石英斑岩カミ粘土化して

露頭は規則正しい脈状をなすものもある.色は灰白色

で可塑性はきわめて強い.

ばん土頁岩

標式的た鉱床は遼寧省の煙台炭団ヨである.鉱床は

このほか遼寧省には次のよう底産地がありいず

れも古生代の石炭に随伴して産する.

本漢湖炭田

牛心台(本渓県)

復州

五湖噴炭田

(復州内)

A層からG層まで7層の鉱床があ

る.

鉄廠炭田.

復州粘土として著名である.

硬質軟質ともに賦存し硬質粘

土はぱん土頁岩でばん土の含有

量70%に達するものがある.復

州県にある.�
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策9表山東省博山炭田付近高山の標式的ろう眉の耐火度および化学成分

産地�耐火度�A1.03�Si02�Fe203�Ti02�Ig10SS�備�考

王�村�35�41.50�42.16�1.00�1.00�ユ5.30�

唐家村�35�44.55�31.86�1.80�0.90�14.76��

〃�35�37.66�44.65�1.86�.�14.45��

潜�川�36�40,66�38.22�2.01�i�ユ4.60�

カオリナイト�39.5�46.5�理論成分�����

パイロフィライト�28.3�66.17�華北響土(株)資料�����

注興亜院華北連絡部青島出張所資料

山東省における主要鉱床は溜川博山張店章耶

嘩県旋どの二畳紀炭田地方である.博山炭田における

ぱん土頁岩層の位置は次のように報告されている.

通鉄質頁岩をともなっている.遼寧省ではG層の方

が品位の点においても発達が良好であるカミ山東省で

は全く反対の状況を呈している.

上部から

第四紀層砂粘土礫黄土

ジュラ紀層赤色砂岩層(新春層)

(9)赤色頁岩および石英砂岩層(大空山層)

(8)A層はん土頁岩層

二畳一三畳紀層

��

��

��

��

��

��

��

上部爽炭層

砂岩層(上部層)

中部爽炭層

下部爽炭層

砂岩層(中部層)

合化石石炭岩層

G層はん土頁岩を含む基底層

二畳石炭紀層

オルドビス紀石灰岩層

篇膿/会票鰐簑二㌶ミG層の発

崎県炭田

章邸炭田

潮目ヨ

別名博山粘土とよばれている

G層は普通に発達している

A層は普通に発達している

埠頭山頂丘陵にG層露頭延長3,O00m

厚さ4m部分的に8m

その他の鉱床

･河北省石門塞別名長城粘土

〃開漢炭田(古冶)〃翼東粘土

〃北京西山

女徴省准南炭田A層とG層

内蒙古大青山炭田

雲南省中部に棲霞系ばん土鉱床(べ一マイト質)カミあ

る

上記にみるようにG層のばん土頁岩層は二畳石炭紀

層の最下部にあって直接にオノレドビス紀石灰岩上に堆

積しA層はん土頁岩は二畳三畳紀層の最下部層にあた

り二畳石炭紀層との境に発達している.

A層はん土頁岩は一般に灰緑色または淡黄色を呈し

きわめて硬質狂ためその露頭は博山地区の山頂部に広

域にわたって高台地を形成して帽岩と在りあるいは

懸崖を形成するものもある.

G層はん土頁岩は

層厚5～10mでその下部には普

ろう石

古来中国にはろう石の産出量は多く寿山石凍石な

どとよばれている･主産地は山東省四川省であるカミ

山東省産のものは純すいなカオリンから成るカオリン

質ろう石で耐火度は高くSK37を示し主として石

英斑岩石英粗面岩安山岩中に脈状または塊状を放し

ているものもある.

博山ろう石といわれる博山付近の高山一帯に産するろ

う石は通常表層ばん土頁岩の下盤に厚さ1m内外の

層状をなしまたは扁豆状の団塊をなして賦存するも

ので従来の研究者による表層ばん土頁岩中の黄灰色粘�
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白寿

薬山

芭
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･≧κ.二∴

毒ピで驚撚誰1燃概臨

碧墓央厚さ600m

床紅

色

砂

岩

��

大

蕎

駅

第3図

早嵩山珪石鉱床地質断面図

〔興亜院華北連絡部青島出張所資

料から〕

卅

土と称するものの大部分はこの種のろう石であって

ばん土頁岩申の主としてダイアスポアｰだとの鉱物が

陶石化作用をうけてカオリナイト質に変じ･たものであ

る.その標式的校ものの耐火度や化学成分は次のとお

りであってその分析結果から博山ろう石は成分的

にパイロフィライトよりもカオリナイトに近いことが判

る(第9表)･

6けい石

古来知られているのは遼寧省南部遼東半島地区のけ

い石である｡大連旅順宮城子音蘭唐用水子

金州復州等のほか撫順県海城などに産するけい石で

いずれも原生代に属し先カンブリア紀またはカンブリ

ア紀に属している.

復州の五湖曙や用水子には一種の軟けい石がある.

用水子の軟けい石の化学成分はSi0295.08%Al.O.

2.07%Fe･O･1.38%CaOO-74%MgOα09炊

熱減量O.65である.

以上のほか東北地区内では吉林省磐石黒竜江省依

安県などにも多数の鉱床カミあるカミけい酸分の純度の高

いのは遼寧省のものでおおむね乳白または淡灰白色細

粒質けい岩で爽雑物は少いとされている.

山東省にも良質のけい石を各地に産するカミ最も著

名なのは博山炭田地区の寛嵩山産のけい石であろう.

ジュラ紀に属する厚層の赤色砂岩から成っていて鉱

床は赤色砂岩の累層中比較的上部に位置する砂岩層

で山頂付近には露頭カミある(第3図).

地表において認め得る鉱層は3枚であるカミ上部のけ

い岩礫をともなう礫質灰色砂岩層と下部の淡紅色砂岩

層に境してその間数mを隔てて1～3mの厚さを有す

る純白色けい岩層が3枚以上賦存するもののようである.

博山地区にはさらに黒山けい石鉱床がある(第3図).

黒山は博山の東方60k血に孤立する山で東西に延

びる一つの模式的断層地塊である.海抜513m基底

はオルドビス紀石灰岩でその上部に二畳一石炭紀の爽

炭層がある･けい岩層はその上部の二畳一三畳紀層内

に存在し一名大空山層ともよばれその基底にはA層

はん土頁岩がある(第4図).

品位の良好なところは白色～純白色を呈しけい酸分

95%以上と推定され遼寧省の大連けい石に比べて遜色

はないとされている.その他の産地の概要は次のとお

りである.

･江蘇省北部の宿遷は黄河(いわゆる黄河ではない)沿岸

にありその北西5km馬渕にけい石鉱床がある.

海南島南部の陸水および南東部の萬寧市南方に鉱床

がある地質は沖積層の一種である･かつて石井

清彦氏によって報告された品位は次のとおりであ

る.

けい酸酸化鉄備考

陸水96.60%0.3%(水洗試料)

萬寧98.33〃0.64%(辰砂)

7黒鉛

中国の黒鉛の世界に占める地位はK.P.ワンによれ

ば世界第5位で韓国オｰストリア北朝鮮ソ連

中国の順となっている･1960年の中国の生産量は

45,000トンで韓国の10万トンに比べて2分の1以下で�
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票

膓

艶､一トｰ糞萎姜1蒸...〃

'無一''㈱.､:=.:.､

匀

冒重騒鰯鰯

奥鞠紀層石灰岩赤鵠色鉄質員岩下部層中部層上都層

国

表層襟上頁岩

霞

赤紫色頁岩

竃

褐色砂岩

国債蟄

赤色頁岩白色砂岩及畦岩層

二畳一石炭紀膳二畳一三畳紀層

第4図入陳庄一黒山廟間地質断面図(表層馨土頁岩及黒山廟付近の白色砂岩)〔興亜院華

北連絡部青島出張所資料から〕

あった･中国では黒鉛鉱床はほぼ全国的に分布し

ているようであるカミ世界第5位というにふさわしい事

項にはまだ接することができない.各地区の状況は次

のとおりである.

黒竜江省密山.全山鉱床では黒鉛は注入片麻岩中に

レンズ状に胚胎するものや片麻岩と石灰岩ならびに

石灰岩申に迷入して閃緑岩質に変質した花開岩との接

触部に小塊をなして胚胎するものがある.

椰県に魯塘金淵源蒲姑沖などめ鉱

床がある.変質岩中の黒鉛である.

金淵源の含炭質90%以上で良質である.

臨武県温塘大湾裏細湾裏

桂陽県観音塘江渡起脚苓

宣章県

新化県

荏とに鉱床がある.

遼寧省磐石煙筒山鉱床炭質頁岩の黒鉛化したもの

である.炭素分68.58%

河北省周口店平山元鎮県水麻(土状黒鉛)

河南省内郷鎮不確山高城桐相山

陳西省都県稗戦溝(土状黒鉛)

内蒙古(自)百霊廟(土状黒鉛)

興和県黄土密片麻岩中に産し良質

紅山口桑乾系の片麻岩中に産す

山東省

江蘇省

漸江省

福建省

湖北省

江酉省

四川省

湖南省

莱陽酉北の石頭荘月石荘

丹徒省の南部地区

東陽諾既

華安福田

黄梅県亭前山鉱床石墨片岩中の鱗状

黒鉛通山県九官山鉱床江酉省境に

ある

九江資渓

仁寿広元

安仁県筆架山片麻岩中にあり鉱量

多くほかに石環村宣陽里猴草山鉱

床

来陽県馬水郷二畳紀含炭層中に花嵩

岩か貫入して変成した変成鉱床黒鉛

層は石灰岩の上部に2帯ある.

�

�

�

�
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�

�
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